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SPINDLE CELL CARCINOMA OF THE URINARY 
 BLADDER  : A CASE REPORT
Nobuaki Honda, Hiroshi Ohshita,
Hidetoshi Fukatsu and Akio Segawa
From the Department of Urology, Aichi Medical University
   A 74-year-old man with spindle cell carcinoma of the urinary bladder is reported. He presented 
to our clinic with gross hematuria resulting in bladder tamponade. Transurethral resection 
(TUR) was performed in order to control severe hematuria intractable with conservative therapy. 
Histologically the tumor invaded the muscle layer and was composed of two components, small 
foci of transitional cell carcinoma and numerous spindle cells with severe atypia and then the 
transition was recognized between them. Immunohistochemically transitional cell carcinoma was 
intensely positive for cytokeratin (CK) and epithelial membrane antigen (EMA), but negative for 
vimentin (VIM). Moreover some parts of spindle cells were weakly stained for CK and EMA. 
Three months after TUR, multiple pulmonary metastases and moderate right hydronephrosis 
occurred and he died of respiratory insufficiency one month later. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 947-951, 1993) 
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し,束 状 あ るい は 充 実性 に 増 殖 して い る のが 認 め られ
た,個 々の 紡 錘 形腫 瘍 細 胞 の 核 は大 小不 同 の長 円形 あ
るいは 円形 で,核 小体 が 目立 ち,多 数 の 核 分 裂像 が認
め られ た.ま た 一 部 で は,移 行 上 皮 様 異 型 細 胞 が 敷石
状 あ るい は 毛細 血 管 で境 され た 胞 巣 を 形 成 し(移 行 上
皮癌grade2～3),こ れ らの間 に は 移 行 像 が み られ
た.ま た 紡 錘 形腫 瘍 細 胞 は 明 らか に 筋 層 内 に浸 潤 し,
脈管 侵襲 も認 め られ た.
免 疫 組 織 化 学 的 所 見=パ ラフ ィ ソ切 片 を 用 い,avi・
din-biotin・peroxidasecomplex法に て,cytokera-
tin(CK),epithelialmembraneantigen(EMA),
vimentin(VIM),desmin(DES)の染 色 を 行 っ
た.な お 一 次 抗 体 と して,抗CKモ ノ ク ロナ ール 抗
体KL・1(Dako),抗EMAモ ノ クロナ ール 抗 体
(Dako),抗VIMモ ノ クロナ ー ル 抗体(Dako),抗
DESモ ノ クロナ ー ル抗 体(BユoGenex)を 使 用 し
た.移 行 上 皮 癌 の 小病 巣は,基 本 的 に はCKお よび
EMAが 強 陽 性(Fig.1A,IB),VIMおよびDES
陰 性 で あ った が,多 くの 紡 錘形 腫 瘍 細 胞 は,CK,
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お もに 紡 錘形 細 胞 の増殖 か ら成 る上 皮 性腫 瘍 は,尿
路 のみ な らず 多 くの 部 位 に み られ,大 部分 の場 合,共
存す る浸 潤癌 あ るい は 上 皮 内癌 との 関 連 か ら癌 腫 と見
倣 され る,種 々 の組 織 に発 生 す る紡 錘 細 胞様 の外 観 を
呈 した 癌 腫 は,こ れ までcarcinosarcoma,pseudo-
sarcoma,sarcomatoidcarcinoma,carcinomawith
pseudosarcomatousstroma,metaplasticcarcino-
ma,spindlecellcarcinomaなどの 名称 で 報 告 され
てい る.
膀 胱 のspindlecellcarcinomaは,移行 上皮 癌 あ
るい は 扁平 上 皮 癌 の 稀 なvariantとされ1),現在 ま で
の本邦 に おけ る報告 例 は 少 な く2-9),著者 らの調 べ え
た か ぎ りで は,1967年に 杉 原 ら2)が第1例 目を発 表 し
て 以来,1992年12月まで の 間 に15例が 報 告 され て い る
に過 ぎな い.
spindlecellcarcinomaは,従来 か ら しば しば 癌
肉腫(carcinosarcoma)の同 義 語 で 用 い られ て きた
た め混 乱 が み られ るが4・9),本来 両者 は,組 織 学的 所 見
の違 い に よ り区 別 され るべ きで,ま た そ れ が 可能 で あ
る とい われ て い る10).すな わ ち 癌 肉腫 は,一 つ の腫 瘍
の中 に癌 腫 の部 分 と 肉腫 の 部 分 が 同時 に 認 め られ る き
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わ め て 稀 な形 の もの で,Meyerii)はそ の成 因 上3種 類
の タイ ブに 分 類 して い るが,武 田12)は癌 細 胞 が 一方 で
癌 巣 を形 成 しな が ら,他 方 で は び ま ん性 に 増 殖 して 肉
腫様 形 態 を 示 す こ とが あ り,こ れ は真 の癌 肉腫 で は な
く,肉 腫 様 の 癌 腫 と呼 ぶ べ きで あ る と述 べ て お り,こ
の 肉腫 様 の 癌 腫 が,組 織 学 的 に はspindlecellcarci-
nomaの 同義 語 と考 え られ る.ま たWeidnerら13)
は,癌 腫 に 随 伴す る紡 錘細 胞 が悪 性 の上 皮細 胞 由来 の
場 合,こ れ らの腫 瘍 をsarcomatoidcarcinomaと命
名 し,Youngら 且o)もこ の名 称 を 支 持 して い る・sar-
comatoidcarcinomaでは,通 常 明 らか な上 皮 性 成
分 が 肉腫 様 部分 に僅 か に 混 在 し,典 型 的 な場 合に は,
上皮 性 部 分 と肉腫 様 部 分 が 比 較 的 は っ き りと区 別 さ
れ,両 者 の移 行 を明 瞭 に認 め る こ とが で き る10),膀胱
の悪 性 紡 錘形 細 胞 は,組 織 学 的 に は 通常 上 皮 内癌 あ る
い は 種 々の組 織 型 の 浸 潤癌 と関 連 が あ るた め14),spin-
dlecellcarcinomaの診 断 に は 上 皮性 腫 瘍 の成 分 を
明 らか にす る と と もに,紡 錘 形 細 胞 の 部分 との 移 行 を
確 認 す る こ とが 重要 で あ る.Youngら10)は,膀 胱 の
sarcomatoidcarcinoma12例中3例 に上 皮 内癌,11
例 に移 行上 皮 癌,2例 に腺 癌,扁 平 上皮 癌,小 細 胞未
分 化 癌 の合 併 を 認 め た.自 験 例 で は,強 い 異 型 性 を有
す る紡 錘 形 細 胞 の増 殖 を主 体 とす る が,部 分 的 に は 上
皮 様 異 型細 胞(移 行 上 皮癌grade2～3)の 増 生 が み
られ,両 者 の 移 行像 が認 め られ た.し か し上 皮性 腫 瘍
の成 分 を欠 く場 合,あ るい は そ の成 分 があ って も少 な
い場 合 に は,肉 腫 との鑑 別 が 困 難 に な る14).






pseudotumorなどが あ げ られ るが,紡 錘 形 細 胞 の増
殖 が,上 皮 由来 か 間 葉 系 由 来か を明 らか にす るた め に
は,組 織 学 的 に 上 皮 性 部 分 の紡 錘 形細 胞 部分 へ の移 行
の 有 無 を 明確 に す る必要 が あ る のは 勿 論 の こ と,同 時
に 免疫 組 織 学 的 染 色 を 行 うこ とは きわ め て価 値 が 大 き
い10>.
免疫 染 色 に おい て,検 索 の対 象 とな る 抗 原 に は,
」波 性 マ ー カ ー の代表 で あ るEMA,CK,非 上 皮 性
マ ーカ ー のVIM,DES,muscle-specific..actin,S.
100i蛋白,αrantichymotrypsinなどが あ り,特 に
EMA,CK染 色 の 有 用 性 が指 摘 され て い る.Wick
ら14)は,尿路 のspindlecellproliferationl8例に各














































TUR施 行 後,急 速 に進 行 した 膀 胱 のspindlecel1
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